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関節リウマチとは？関節リウマチとは？ 腫れて痛みの強い関節が放置されると、筋力が落ち、動きが悪くなり、形が変わり、
機能が低下します。その結果、日常生活が障害され、家事や仕事が出来なくなり
ます。この失われた関節機能、日常生活動作、社会参加をとり戻す唯一の手段が
リハビリテーションです。

リハビリテーションとは？リハビリテーションとは？

運動療法の目的は？

運動療法を実際におこなう方法には、病
院で理学療法士さんに手をとって訓練を
受けるやり方と、毎日自宅で、1人で簡単
に行なえるリウマチ体操があります。
リウマチ体操の内容は、ストレッチングが
主体で、最大伸展、屈曲が出来るように組
み立ててあります。一連の繰り返し運動
によって筋力がつき、総和として体力の
増強につながります。頚椎運動は原則
として除かれています。
ラジオ体操などと違って、ゆっくりしたリ
ズムで運動し、音楽を流しながら行なうと
苦になりません。
1回15分程度、1日2回、立てない場合
は椅子に座って行なうことも可能です。

リハビリテーションには、運動療法、物理
療法、作業療法、装具療法などがあります。
とくに運動療法は、関節の動く範囲を回
復し、筋力を高め、変形を治すことを目
的とします。

リウマチ体操

温泉や温水プールの中で行なわれ
る運動療法は、最近注目されてい
ます。これは温熱による鎮痛効果、
浮力による免荷、水の抵抗による
筋力増強効果などによって、痛み
の強いリウマチ患者さんの全身運
動療法として役立ちます。

日常生活をより快適に過ごすために、
●自分のリウマチを知り、
●四季を問わず保温のために衣服
　を工夫し、
●家事・食事は自分の障害に合わせ
　た工夫をし、
●24時間を過ごす家屋や家の周り
　の環境を整えましょう。

温水浴の話題

日常生活のアドバイス

関節リウマチに
おかされやすい
関節肥厚した

滑膜

関節包

関節リウマチとは、関節の滑膜に炎症が起こる病気です。炎症の原因は、いま
だはっきりわかっていませんが、自己免疫（アレルギーの一種）が関係してい
ると考えられています。
関節リウマチ患者さんは、人口の0.3～0.5%、全国で50～60万人くらいいる
と推定され、女性に多く、20～50歳代で多く発病します。
リウマチの症状としては、朝のこわばり、関節の腫脹、疼痛、熱感および対称性
にくる多発性の関節炎があげられます。
リウマチの治療は、薬物療法、手術療法、リハビリテーション、ケアの4本柱から
成り立っています。薬物には非ステロイド性抗炎症薬、ステロイド薬、抗リウマチ
薬があります。近年生物学的製剤（注射薬）が開発され、リウマチの症状や骨破
壊が著しく改善されるようになりました。できるだけ早期に関節リウマチが正し
く診断され、体に合った抗リウマチ薬などが使用されます。関節がこわれてしま
った時は人工関節手術によって、失われた関節機能をとり戻すことが出来ます。
リハビリテーションは障害された日常生活を回復させ、とく
に在宅ケアは住まいで生き甲斐のある生活を改善します。




